
令和８年度　財務部　行政運営方針

＜令和８年度　財務部の使命、目標＞

　国際情勢が及ぼす為替動向等を背景にエネルギー価格をはじめとした物価高が続いており、本
市経済にも大きな影響を及ぼしている。また、少子化・人口減少は本市においても最重要課題で
あり、さらに公共施設の老朽化対策も大きな課題となっている。こうした中、市民ニーズを的確
にとらえ各行政分野における効果的な施策展開を図っていくため、中長期的な見通しのもと、市
税をはじめとする適正な歳入確保に努め、財政の健全性を確保しながら的確な予算配分を行うと
ともに、全体最適の視点で公共施設マネジメントに取り組んでいく。

①　政策分野40　公共施設

＜重点方針＞　公共施設マネジメントの推進

・限られた財源の中で、公共施設等の維持管理や公共サービスの提供を適切に行っていくた

　め、優先度を判断しながら計画的な維持保全を行っていくとともに、維持整備コストの縮

　減や平準化、施設・機能の再編等による施設総量の最適化に取り組んでいく。

・専門技術者が営繕工事の適切な設計・工事監理を行い、市民の共有財産である公共施設の品

　質を確保していく。

・「公共施設等総合管理計画」「公共施設保全計画」「公共施設再編プラン」の計画期間が

　本年度をもって終了となるので、新たな総合計画の策定と連携しながら年度内に次期計画

　を策定する。

＜主要事業＞
・公共施設マネジメント推進事業費　131万円（公共施設管理課）

　　公共施設マネジメントシステム利用料　等

・公共施設管理費　289万円（公共施設管理課）

　　工事費積算システムのライセンス料　等

②　政策分野42　財政基盤

＜重点方針＞　健全な財政運営

・「中期財政見通しの作成による歳入に見合った歳出構造」「限られた財源の中で効果的な事

　務事業を構築するための総枠配分方式による予算編成」「必要な公共投資と健全な財政運営 

　との両立を図るための実質公債費比率による適正な市債管理」の 3つの財政規律を堅持する

　とともに、持続的な財政運営のため、財政調整基金残高について標準財政規模の 10％を安

　定的に確保することを目標に財政運営を行っていく。

・第 7次総合計画の推進、少子化・人口減少対策等を効果的に推進していく予算編成を行うと

　ともに、物価動向、金利動向をはじめとした社会経済状況の変化に的確に対応し、局面に応

　じた必要な財政措置を講じていく。

・新たに、ネーミングライツの実施により、広告収入を確保するための取り組みを進める。

＜主要事業＞
・財政管理に要する経費　172万円（財政課）

　　予算編成等の財政運営に要する事務費

・公債費　68億 3,295万円（財政課）

　　元金　64億 9,645万円、利子　3億3,650万円



③　政策分野42　財政基盤

＜重点方針＞　税収の確保

・法令に基づく公平・公正な課税事務を行うとともに、効率的・効果的な徴収事務を推進し徴

　収率の向上に努める。

・税証明の交付について、1階窓口の混雑解消及び業務効率化のために一元化した「税証明

　コーナー」の適正な運用を継続するとともに、市民の利便性向上を図るため、マイナンバー

　を活用したオンライン申請システムの導入や、コンビニ交付システム導入に向けた検討を進

　める。

・個人住民税の申告相談会場について、来場者の利便性向上と業務の効率化を図るため、本庁

　舎への集約を進める。

＜主要事業＞
・課税事務電子化推進事業費　3,184万円（税務課）

　　ｅＬＴＡＸ環境運用業務等委託料　等

・現年度徴収対策強化事業費　3,996万円（納税課）

　　納税等相談専門員の人件費、コンビニエンスストア収納・インターネット収納・スマー

　トフォン決済アプリ収納事務の委託　等


